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中国僧姿の能海寛 

能海 寛 略歴 

 能海寛 法名法流。 石峰と号す。明治元年 

５月１８日島根県浜田市金城町長田（当時は東

谷村）浄蓮寺に生まれる。１２歳で得度し、慶

応義塾と哲学館に学ぶ。恩師南條文雄師の意思

を継ぎチベット探検の論文『世界に於ける佛教

徒』を発表すると共に語学の研究と山岳登山に

よる体力の練磨をなす。郷里にあっては地方史

を編纂して和歌を詠み、益田沖の高島にて寺小

屋を開設する。哲学者、探検家、宗教家として

釈迦直伝の大蔵経の経典を求め英訳経典世に出

す目的で当時鎖国中であったチベットへ求道の

ため身を挺し仏教巡礼探検を実践した功績は偉

大で有言実行と用意周到さは後世に幾多の教訓

を残す。その苦難の３４年の生涯に「般若心経」

西蔵文直訳（梵・蔵・漢・英）など四巻が著書

として永遠に伝う。 
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